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第
11
回
支
部
執
行
委
員
会
は
９
月
16
日
に
行
い
、
12
人
出
席
の

も
と
開
催
し
て
、
以
下
の
と
お
り
報
告
・
討
議
し
ま
し
た
。

１
．
こ
の
間
の
取
り
組
み
の
振
り
返
り

①
建
交
労
中
央
本
部
・
第
28
回
定
期
大
会
（
８
月
29
～
31
日
）

②
南
地
区
労
・
納
涼
ビ
ア
パ
ー
テ
ィ
ー
（
８
月
29
日
）

③
京
都
総
評
・
第
100
回
定
期
大
会
（
９
月
５
日
）

④
建
交
労
京
都
府
本
部
・
第
28
回
定
期
大
会
（
９
月
６
日
）

２
．
こ
の
間
の
情
勢
報
告

①
京
都
府
最
低
賃
金

○
京
都
地
方
最
低
賃
金
審
議
会
は
８
月
20
日
、
最
低
賃
金
を
58

円
引
き
上
げ
、
時
給
１
１
８
０
円
と
す
る
答
申
。

○
た
だ
し
実
施
日
は
11
月
16
日
㈪
午
前
零
時
。

②
京
都
市
の
高
齢
者
向
け
の
補
聴
器
購
入
費
助
成
制
度

○
京
都
市
は
「
聞
こ
え
の
応
援
事
業
（
加
齢
性
難
聴
者
の
補
聴

器
購
入
助
成
）
」
を
10
月
１
日
か
ら
開
始
。

３
．
次
回
支
部
定
期
大
会
の
概
要

①
職
場
集
会
の
開
催
日
時
等
の
確
認

②
次
期
執
行
部
体
制
の
検
討

○
定
数
を
規
約
で
は
特
に
定
め
て
い
な
い
。
現
執
行
委
員
の
推

薦
を
基
本
に
す
る
。

③
大
会
代
議
員
の
選
出

○
執
行
部
以
外
、
代
議
員
総
数
17
人
。
昨
年
出
席
者
の
資
料
を

ご
覧
い
た
だ
き
、
選
出
を
お
願
い
す
る
。

④
大
会
運
営
役
員
の
選
出

○
大
会
議
長
、
選
挙
管
理
委
員
、
資
格
審
査
委
員
の
選
出
。

⑤
そ
の
他
、
来
賓
な
ど
の
調
整
、
大
会
参
加
者
へ
の
行
動
費
。

⑥
今
年
度
の
決
算
見
込
、
来
年
度
予
算
案
の
骨
子
の
説
明
。

４
．
今
後
の
取
り
組
み
、
ほ
か

①
京
都
高
齢
期
運
動
連
絡
会
・
代
表
者
会
議
（
９
月
17
日
）

②
京
都
高
齢
者
大
会
（
10
月
17
日
午
後
・
ラ
ボ
ー
ル
京
都
）

③
建
交
労
事
業
団
・
高
齢
者
部
会
「
第
63
回
事
業
団
・
高
齢
者
・

介
護
ヘ
ル
パ
ー
運
動
交
流
集
会
」
（
10
月
31
日
～
11
月
１
日
）

９
月
18
日

建
交
労
全
国
事
業
団
・
高
齢
者
部
会
、
第
28
回
総
会

９
月
30
日

支
部
財
政
・
決
算
日

10
月
８
日

会
計
監
査

10
月
10
日

九
条
通
ピ
ー
ス
ウ
ォ
ー
ク
（
16
時
、
吉
祥
院
病
院
）

10
月
17
日

京
都
高
齢
者
大
会
（
13
時
30
分
、
ラ
ボ
ー
ル
京
都
）

10
月
31
日

第
63
回
事
業
団
・
高
齢
者
・
介
護
ヘ
ル
パ
ー
運
動
交

流
集
会
（
～
11
月
１
日
、
北
海
道
北
広
島
市
）

11
月
３
日

憲
法
集
会
（
13
時
30
分
～
、
円
山
音
楽
堂
）

11
月
10
日

日
本
高
齢
者
大
会
（
～
11
日
㈬
、
大
阪
国
際
会
議
場
）

●
次
回
執
行
委
員
会
は
、
10
月
14
日
㈬
午
後
２
時
か
ら
。

生活のために働きたい高齢者を結集しよう ！ ( ２ )



高齢者差別の後期高齢者医療制度の廃止！( ３ )

生かそう憲法 守ろう９条

11･3憲法集会in京都
11月３日(火・祝) 午後１時30分 円山野外音楽堂
講演／高山佳奈子さん 京都大学大学院法学研究科教授

（憲法９条京都の会代表世話人）

「立憲主義の破壊を許さない」

午後３時15分ごろより 憲法ウォーク
祇園石段下～四条河原町～京都市役所前

主催：憲法９条京都の会／９条改憲NO！ 全国市民アクション･京都

10月のまちがいさがし ２つの絵で違いが７ヵ所あります。

つな引き （答えは８ページ）



京
都
支
部
第
30
回
定
期
大
会
は
10
月
24

日
午
前
に
開
催
し
ま
す
。
大
会
は
規
約
に

基
づ
き
代
議
員
制
を
と
っ
て
い
る
た
め
、

組
合
員
の
皆
さ
ん
全
員
が
直
接
参
加
し
て

討
議
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
そ
こ
で

毎
年
、
職
場
集
会
を
開
催
し
、
事
前
に
議

案
の
内
容
を
説
明
す
る
と
と
も
に
、
皆
さ

ん
か
ら
意
見
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

今
年
は
９
月
24
日
に
西
浦
公
園
、
９
月

29
日
と
30
日
に
京
都
高
齢
者
会
館
で
午
前
・

午
後
の
２
回
ず
つ
、
10
月
３
日
に
は
宇
治

高
齢
者
事
業
団
で
開
催
し
ま
し
た
。
ソ
ー

シ
ャ
ル
サ
ー

ビ
ス
協
会
京

都
事
業
所
の

組
合
員
に
は
、

９
月
25
日
夕

刻
、
事
業
所

の
会
議
の
冒

頭
に
時
間
を

割
い
て
い
た
だ
き
行
い
ま
し
た
。

議
案
書
（
運
動
方
針
案
）
は
９
月
配
布

の
『
仲
間
』
に
同
封
し
て
届
け
、
そ
れ
ぞ

れ
の
職
場
集
会
で
は
山
川
書
記
長
が
議
案

を
説
明
。
参
加
者
か
ら
は
、
日
常
の
作
業

状
況
や
職
場
環
境
な
ど
に
つ
い
て
意
見
が

出
さ
れ
、
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

こ
の
１
年
で
社
会
・
政
治
情
勢
が
大
き

く
変
化
す
る
中
、
京
都
市
の
補
聴
器
購
入

補
助
制
度
を
充
実
さ
せ
る
取
り
組
み
や
、

京
都
ポ
イ
ン
ト
な
ど
物
価
高
対
策
の
不
十

分
さ
な
ど
、
私
た
ち
を
取
り
巻
く
情
勢
に

つ
い
て
説
明
。
ま
た
、
職
場
と
執
行
部
と

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
よ
り
良
く
す

る
こ
と
な
ど
、
今
後
の
運
動
方
針
を
伝
え

ま
し
た
。

建
交
労
全
国
事
業
団
・
高
齢
者
部
会
の

第
28
回
総
会
は
、
９
月
18
日
㈮
午
後
か
ら
、

Z
o
o
m

を
利
用
し
た
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
形

式
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

経
過
報
告
で
は
、
昨
年
11
月
に
設
立
し

た
全
国
雇
用
福
祉
事
業
団
協
議
会
に
20
事

業
団
が
加
入
し
た
こ
と
を
報
告
。
最
低
賃

金
と
委
託
単
価
の
乖
離
に
つ
い
て
厚
労
省

に
改
善
を
求
め
た
ほ
か
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

前
で
の
ア
ン
ケ
ー
ト
活
動
や
、
東
北
・
中

国
地
方
で
の
キ
ャ
ラ
バ
ン
な
ど
、
自
治
体

へ
の
要
請
活
動
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

運
動
方
針
で
は
、
全
国
雇
用
福
祉
事
業

団
協
議
会
を
力
に
事
業
団
運
動
を
再
結
集

し
、
「
仕
事
を
よ
こ
せ
」
運
動
と
公
的
就

労
の
拡
大
、
最
低
賃
金
１
７
０
０
円
と
発

注
単
価
の
改
善
、
３
０
０
０
人
部
会
の
確

立
、
介
護
・
労
災
対
策
な
ど
を
進
め
る
こ

と
を
確
認
。
ま
た
、
第
63
回
運
動
交
流
集

会
の
成
功
を
め
ざ
し
ま
す
。

（
山
川
）

高齢者・ 失業者の就労の場拡大強化と事業団運動の前進を！ ( ４ )

京
都
支
部
定
期
大
会
に
向
け
て

職
場
集
会
を
開
催
し
ま
し
た

安
心
し
て
働
き
、安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
を
つ
く
ろ
う

建
交
労
全
国
事
業
団
・
高
齢
者
部
会
が
総
会
開
催

高齢者会館の会場にて



京
都
市
は
今
年
度
か
ら
、
加
齢
性
難
聴

の
高
齢
者
を
対
象
に
補
聴
器
の
購
入
費
を

助
成
す
る
「
聞
こ
え
の
応
援
事
業
」
を
始

め
ま
し
た
。
申
請
受
付
は
10
月
１
日
か
ら
。

長
年
に
わ
た
る
私
た
ち
の
運
動
が
実
を
結

ん
だ
も
の
で
、
制
度
化
さ
れ
た
こ
と
は
大

き
な
一
歩
で
す
。

制
度
の
概
要

助
成
額
は
補
聴
器
本
体
の
購
入
費
の
２

分
の
１
で
、
上
限
は
１
人
３
万
円
。
京
都

市
内
在
住
の
65
歳
以
上
で
、
身
体
障
害
者

手
帳
（
聴
覚
障
害
）
の
交
付
を
受
け
て
い

な
い
人
が
対
象
で
す
。
今
年
４
月
以
降
、

対
象
の
補
聴
器
販
売
店
で
購
入
し
た
補
聴

器
が
対
象
で
、
購
入
翌
日
か
ら
１
年
以
内

に
申
請
し
ま
す
。

利
用
に
は
、
①
概
ね
各
区
に
あ
る
「
地

域
介
護
予
防
推
進
セ
ン
タ
ー
」
の
難
聴
講

座
へ
の
参
加
と
聞
こ
え
の
チ
ェ
ッ
ク
、
②

協
力
医
療
機
関
で
補
聴
器
が
必
要
と
判
断

さ
れ
る
こ
と
、
③
対
象
販
売
店
で
の
購
入
、

調
整
、
④
補
聴
器
を
つ
け
て
「
地
域
介
護

予
防
推
進
セ
ン
タ
ー
」
の
運
動
教
室
な
ど

に
参
加
す
る
、
と
い
う
要
件
が
あ
り
ま
す
。

課
題
は
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん

制
度
は
で
き
ま
し
た
が
、
課
題
も
少
な

く
あ
り
ま
せ
ん
。

第
一
は
助
成
額
の
低
さ
で
す
。
補
聴
器

は
片
耳
で
も
十
万
円
を
超
え
る
も
の
が
あ

り
ま
す
。
京
都
府
内
で
は
大
山
崎
町
が
上

限
５
万
円
と
し
て
お
り
、
京
都
市
の
３
万

円
は
そ
れ
を
下
回
り
ま
す
。

第
二
は
利
用
要
件
の
複
雑
さ
で
す
。
講

座
、
受
診
、
購
入
・
調
整
、
購
入
後
の
教

室
参
加
と
手
続
き
が
続
き
ま
す
。
地
域
介

護
予
防
推
進
セ
ン
タ
ー
は
市
内
12
ヵ
所
。

足
腰
に
不
安
が
あ
る
人
な
ど
に
は
負
担
と

な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

第
三
は
予
算
の
規
模
で
す
。
今
年
度
予

算
は
２
８
２
０
万
円
。
上
限
３
万
円
で
計

算
す
る
と
約
９
４
０
人
分
で
す
。
市
は

「
予
算
上
限
に
達
し
次
第
、
受
付
終
了
」

と
し
て
お
り
、
必
要
な
人
が
利
用
で
き
な

い
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

加
齢
に
伴
う
難
聴
は
高
齢
に
な
る
ほ
ど

増
え
、
70
歳
代
後
半
で
は
軽
度
難
聴
以
上

の
人
が
男
女
と
も
約
７
割
に
達
す
る
と
の

調
査
も
あ
り
ま
す
。

さ
ら
に
利
用
し
や
す
い
制
度
へ

補
聴
器
は
ぜ
い
た
く
品
で
は
な
く
、
家

族
や
友
人
と
の
会
話
、
外
出
や
社
会
参
加

な
ど
、
高
齢
者
の
暮
ら
し
を
支
え
る
大
切

な
も
の
で
す
。
助
成
額
の
引
き
上
げ
、
利

用
要
件
の
緩
和
、
予
算
の
大
幅
な
拡
充
な

ど
、
さ
ら
に
利
用
し
や
す
い
制
度
に
し
て

い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

制
度
の
実
現
を
第
一
歩
と
し
て
、
必
要

な
人
が
安
心
し
て
利
用
で
き
る
よ
う
改
善

を
求
め
、
引
き
続
き
運
動
を
進
め
ま
す
。

み
な
さ
ん
の
ご
意
見
や
利
用
し
た
経
験
も
、

ぜ
ひ
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

（
山
川
）

労働組合の社会的使命と役割を果たす中で政治革新の前進を！( ５ )

京
都
市
「
聞
こ
え
の
応
援
事
業
」
始
ま
る

補
聴
器
購
入
助
成
が
実
現

で
も
課
題
は
ま
だ
山
積
み

時事
問題



10
月
31
日
㈯

ツ
ク
ル
ヒ
ト
タ
チ
博
／
京
都
市
京
セ
ラ
美
術
館

11
月
３
日
㈫

わ
び
す
た
宮
廷
文
化
の
雅
を
紡
ぐ
／
国
立
博
物
館

11
月
６
日
㈮

第
63
回
仏
教
美
術
展
／
京
都
文
化
博
物
館

11
月
７
日
㈯

い
け
ず
石
、
通
り
名
の
お
話
／
嵯
峨
嵐
山
文
華
館

嵐
山
も
み
じ
祭
／
嵐
山
・
渡
月
橋
上
流

11
月
８
日
㈰

か
に
か
く
に
祭
／
祇
園
白
川
橋
畔

刃
物
供
養
／
八
坂
神
社
刃
物
社

長
岡
京
ガ
ラ
シ
ャ
祭
／
勝
竜
寺
城
公
園
ほ
か

11
月
11
日
㈬

大
極
殿
祭
／
向
日
神
社
（
向
日
市
向
日
町
北
山
）

11
月
14
日
㈯

坂
本
龍
馬
慰
霊
祭
提
灯
行
列
／
鴨
川
三
条
大
橋

夕
霧
祭
／
清
凉
寺
（
嵯
峨
釈
迦
堂
）

11
月
15
日
㈰

龍
馬
祭
／
酢
屋
・
河
原
町
三
条
下
ル
一
筋
目
東
入

す

や

熱
気
球
フ
ェ
ス
タ
／
城
陽
五
里
五
里
の
丘

11
月
17
日
㈫

増
田
正
昭
・
被
爆
者
肖
像
画
展
／
国
際
交
流
会
館

11
月
21
日
㈯

窯
元
も
み
じ
ま
つ
り
（
陶
器
市
）
／
泉
涌
寺
周
辺

11
月
23
日
㈪

筆
供
養
／
正
覚
庵
（
東
山
区
本
町
十
五
丁
目
）

珠
数
供
養
／
赤
山
禅
院
（
左
京
区
修
学
院
）

じ

ゅ

ず

お
火
焚
祭
／
粟
田
神
社
ほ
か

11
月
30
日
㈪

吉
例
顔
見
世
興
行
／
南
座

霜
月
の
あ
れ
こ
れ

＝

坂
本
龍
馬
と
京
都＝

し
も
つ
き

幕
末
の
志
士
・
坂
本
龍
馬
は
今
も
人
気
の
高
い
人
物
で
す
。
天

保
６
年
11
月
15
日
に
土
佐
に
生
ま
れ
、
慶
応
３
年
11
月
15
日
、
31

歳
で
京
都
の
近
江
屋
で
暗
殺
さ
れ
ま
し
た
。
旧
暦
の
日
付
で
す
が
、

11
月
に
は
龍
馬
ゆ
か
り
の
催
し
が
市
内
各
所
で
開
か
れ
ま
す
。

龍
馬
よ
さ
こ
い

11
月
７
～
8
日

京
都
駅
室
町
小
路
広
場
ほ
か

高
知
の
「
よ
さ
こ
い
鳴
子
踊
り
」
や
京
都
の
「
京
炎
・
そ
で
ふ

れ
！
」
な
ど
、
全
国
か
ら
学
生
チ
ー
ム
が
集
ま
り
、
京
都
駅
室
町

小
路
広
場
や
霊
山
護
国
神
社
な
ど
で
演
舞
を
披
露
し
ま
す
。

坂
本
龍
馬
慰
霊
祭
提
灯
行
列

11
月
14
日

午
後
４
時
三
条
大
橋

京
都
龍
馬
会
が
主
催
。
三
条
大
橋
を
出
発
し
、
龍
馬
ゆ
か
り
の

地
を
巡
り
な
が
ら
、
高
台
寺
方
面
へ
提
灯
を
手
に
行
列
し
ま
す
。

酢
屋
龍
馬
祭

11
月
15
日

河
原
町
通
三
条
下
ル
一
筋
目
東
入

龍
馬
が
滞
在
し
、
海
援
隊
の
京
都
本
部
を
置
い
て
い
た
材
木
商

「
酢
屋
」
で
祭
壇
を
設
け
、
龍
馬
を
偲
び
献
杯
し
ま
す
。
現
在
も

す

や

「
龍
馬
が
い
た
部
屋
」
が
公
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

坂
本
龍
馬
墓
前
祭

11
月
15
日

京
都
霊
山
護
国
神
社

京
都
霊
山
護
国
神
社
の
墓
所
で
、
龍
馬
の
命
日
に
あ
わ
せ
て

り
ょ
う
ぜ
ん
ご
こ
く

墓
前
祭
が
行
わ
れ
ま
す
。
遭
難
当
日
に
食
べ
る
は
ず
だ
っ
た
郷
里

の
味
・
軍
鶏
鍋
が
墓
前
に
供
え
ら
れ
る
そ
う
で
す
。

シ

ャ

モ

坂
本
龍
馬
慰
霊
祭

11
月
15
日

河
原
町
通
蛸
薬
師
下
ル
西
側

暗
殺
現
場
と
な
っ
た
醤
油
商
「
近
江
屋
」
跡
で
、
河
原
町
商
店

街
振
興
組
合
に
よ
る
慰
霊
祭
が
行
わ
れ
ま
す
。

（
山
川
）

みんなの力で高齢者事業団運動を高めよう ！ ( ６ )

京
都
の
催
事
案
内

有
料
行
事
を
含
む
、
イ
ベ
ン
ト
予
定
を

拾
っ
て
み
ま
し
た
。
主
催
者
の
都
合
や

天
候
等
で
、
中
止
の
場
合
が
あ
り
ま
す
。



久
世
健
康
友
の
会
の
年
１
回
の
バ
ス
レ
ク
で
、
「
滋
賀
県
長
浜

の
街
散
策
」
に
参
加
し
て
き
ま
し
た
。
空
模
様
も
上
々
で
、
バ
ス

１
台
に
乗
り
込
み
長
浜
へ
。
車
中
で
は
ク
イ
ズ
も
楽
し
み
、
名
神

高
速
か
ら
北
陸
道
長
浜
イ
ン
タ
ー
を
降
り
、
10
時
過
ぎ
に
長
浜
の

街
に
到
着
し
ま
し
た
。
一
行
は
「
御
旅
所
駐
車
場
」
で
降
り
ま
し

た
が
、
こ
の
日
は
「
芸
術
版
楽
市
楽
座
ア
ー
ト
イ
ン
ナ
ガ
ハ
マ
」

と
い
う
催
し
が
開
か
れ
、
156
ブ
ー
ス
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
通
り
一

杯
に
出
店
し
、
す
ご
い
人
出
で
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。

「
黒
壁
ガ
ラ
ス
館
」
で
解
散
し
、
車
中
で
配
ら
れ
た
「
長
浜
ま

ち
歩
き
マ
ッ
プ
」
を
見
な
が
ら
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
自
由
行
動

に
。
私
た
ち
夫
婦
は
、
各
ブ
ー
ス
の
出
し
物
を
見
な
が
ら
歩
き
、

真
宗
大
谷
派
（
東
本
願
寺
）
の
別
院
と
し
て
知
ら
れ
る
大
通
寺
を

だ
い
つ
う
じ

参
拝
し
ま
し
た
。
江
戸
時
代
初
期
の
建
立
で
、
地
元
の
人
々
か
ら

「
御
坊
さ
ん
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
そ
う
で

ご

ぼ

う

す
。
重
要
文
化
財
の
「
伏
見
城
の
遺
構
」

と
伝
わ
る
本
堂
や
大
広
間
な
ど
の
建
造
物

を
は
じ
め
、
室
内
を
飾
る
障
壁
画
も
絢
爛

豪
華
で
し
た
。
寺
の
横
の
「
豊
臣
兄
弟
北

近
江
長
浜
大
河
ド
ラ
マ
館
」
を
見
物
し
、

小
さ
な
お
寺
の
庭
や
万
華
鏡
の
展
示
も
見

ま
し
た
。

少
し
歩
い
て
昼
食
会
場
の
「
長

濱
浪
漫
ビ
ー
ル
」
へ
。
ビ
ー
ル
醸

ロ

マ

ン

造
工
場
に
ウ
イ
ス
キ
ー
醸
造
工
場

と
レ
ス
ト
ラ
ン
を
合
わ
せ
て
開
業

さ
れ
た
そ
う
で
、
ビ
ー
ル
の
種
類

も
多
く
、
飲
み
比
べ
を
し
な
が
ら
、

近
江
牛
・
鶏
肉
・
野
菜
な
ど
の
料
理
も
お
い
し
く
、
は
ず
ん
で
楽

し
い
良
い
お
店
で
し
た
。

午
後
の
自
由
行
動
は
、
少
し
飲
ん
だ
た
め
街
の
散
策
は
や
め
て

近
く
の
「
長
浜
鉄
道
ス
ク
エ
ア
」
に
入
り
、
鉄
道
の
歴
史
を
学
び

ま
し
た
。
「
こ
こ
長
浜
に
陸
蒸
気
の
汽
笛
が
鳴
り
響
き
、
人
々
は

大
き
な
荷
物
と
未
来
へ
の
希
望
を
抱
え
、
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
き

交
っ
た
」
と
紹
介
さ
れ
、
妻
は
機
関
車
の
展
示
物
や
書
き
物
を
見

て
ま
わ
っ
て
い
ま
し
た
。
時
間
が
あ
っ
た
の
で
、
向
か
い
の
庭
付

き
の
大
き
な
屋
敷
に
入
り
見
物
し
ま
し
た
。
こ
の
建
物
は
「
慶
雲

館
」
で
、
明
治
天
皇
の
行
幸
の
際
に
建

て
ら
れ
た
も
の
と
後
で
知
り
ま
し
た
。

集
合
時
間
と
な
り
駐
車
場
へ
。
定
刻

に
戻
ら
な
い
人
が
数
人
い
る
ア
ク
シ
デ

ン
ト
も
あ
り
ま
し
た
が
、
帰
り
の
バ
ス

で
は
ビ
ン
ゴ
な
ど
で
盛
り
上
が
り
、
４

時
過
ぎ
に
無
事
京
都
へ
帰
着
。
楽
し
い

一
日
で
し
た
。

高齢者・ 障害者が安心できる社会保障制度の実現を！( ７ )

▲長浜浪漫ビール

▲初代長浜駅舎

▲大通寺本堂

滋
賀
県

長
浜
の
街
を
散
策

建
交
労
京
都
支
部
Ｏ
Ｂ

中
村

崇
さ
ん



朝
夕
は
寒
い
の
に
、
昼
間
は
か
な
り
暑
い
。

衣
替
え
も
済
ま
せ
、
空
調
服
も
洗
濯
し
て

仕
舞
い
込
ん
だ
の
に
、
屋
外
で
作
業
し
て

い
る
と
「
早
ま
っ
た
か
」
と
思
っ
て
し
ま

う
。
▼
季
節
の
変
わ
り
目
、
体
調
に
十
分

注
意
し
て
作
業
に
当
た
っ
て
く
だ
さ
い
。

鉄
道
の
日…

…

昨
今
の
新
幹
線
建
設

10
月
14
日
は
鉄
道
の
日
。
あ
ち
こ
ち
で
関

連
イ
ベ
ン
ト
が
催
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
結

局
私
は
今
年
も
梅
小
路
の
鉄
道
博
物
館
に

行
け
ず
じ
ま
い
。
▼
中
小
私
鉄
や
ロ
ー
カ

ル
線
の
廃
線
問
題
が
話
題
と
な
る
中
、
新

型
車
両
の
デ
ビ
ュ
ー
や
新
線
建
設
、
既
存

線
改
良
工
事
な
ど
の
報
道
も
あ
り
ま
す
。

そ
う
し
た
中
、
新
幹
線
延
伸
問
題
も
さ
ま

ざ
ま
に
報
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。
▼
北
海
道

新
幹
線
の
札
幌
延
伸
は
、
予
想
外
の
難
工

事
で
８
年
遅
れ
の
２
０
３
８
年
度
末
開
業

へ
。
西
九
州
新
幹
線
は
、
佐
賀
県
が
整
備

方
式
に
合
意
せ
ず
、
新
鳥
栖
・
武
雄
温
泉

間
の
着
工
の
め
ど
が
立
た
な
い
。
▼
北
陸

新
幹
線
の
新
大
阪
延
伸
も
、
小
浜
か
ら
桂

川
、
松
井
山
手
経
由
と
い
う
ル
ー
ト
が
勝

手
に
決
ま
っ
た
が
、
着
工
に
は
ま
だ
ま
だ

遠
い
。
▼
京
都
市
は
「
リ
ニ
ア
・
北
陸
新

幹
線
誘
致
推
進
室
」
を
一
昨
年
に
廃
止
。

実
現
可
能
性
が
低
く
、
誘
致
活
動
を
続
け

る
意
味
が
薄
れ
た
か
ら
ら
し
い
。
▼
北
陸

新
幹
線
が
全
線
開
業
す
れ
ば
、
近
畿
と
北

陸
の
往
来
が
活
発
に
な
り
、
能
登
地
方
の

復
興
に
も
寄
与
す
る
可
能
性
は
あ
る
。
し

か
し
、
京
都
が
多
額
の
建
設
費
を
負
担
し
、

地
下
水
な
ど
環
境
リ
ス
ク
を
抱
え
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
か
。
整
備
新
幹
線
と
い
う

制
度
に
問
題
が
あ
る
の
で
は
。

（
や
）

( ８ )

まちがいさがしのこたえ


